
小
泉
神
社
（
大
和
郡
山
市
）

莢莢

莢莢

蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀

（
住
所
）
大
和
郡
山
市
小
泉
町
２
３
３
３

（
祭
神
）
素
戔
嗚
命
、
誉
田
別
命

（
交
通
）
Ｊ
Ｒ
大
和
小
泉
駅
下
車
徒
歩
約

分

（
拝
観
）
自
由

（
駐
車
場
）
あ
り
（
台
数
に
限
り
あ
り
）

（
電
話
）
０
７
４
３
・

・
０
２
３
３

郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊

室
町
時
代
か
ら
の
守
護
神

国
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
小
泉
神
社
本
殿
‖
大
和
郡
山
市
で

小
泉
神
社
は
大
和
郡
山
市

の
か
つ
て
の
小
泉
藩
の
陣
屋

の
一
角
に
建
っ
て
い
ま
す
。

祭
神
は
素
戔
嗚
命
と
誉
田

別
命
で
す
。
室
町
時
代
の

明
徳
〜
応
永
年
間
に
こ
の
地

域
の
守
護
神
と
し
て
祭
っ
た

こ
と
が
始
ま
り
で
す
。

本
殿
は
一
間
社
春
日
造
、

檜
皮
葺
で
、
室
町
時
代
末
期

の
造
営
と
推
測
さ
れ
、
国
の

重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
小
泉
神
社
に
伝

え
ら
れ
る
女
神
像
は
本
殿
よ

り
さ
ら
に
古
い
平
安
時
代
の

作
と
推
測
さ
れ
、
市
の
指
定

文
化
財
に
な
っ
て
い
ま
す
。

神
社
の
表
門
は
小
泉
陣
屋
の

大
手
門
を
移
築
し
た
も
の

で
、
重
厚
な
造
り
と
な
っ
て

い
ま
す
。
小
泉
藩
は
賤
ケ
岳

七
本
槍
と
し
て
名
を
は
せ
た

片
桐
且
元
の
弟
で
あ
る
貞
隆

が
初
代
藩
主
と
な
り
、
神
社

境
内
に
は
末
社
と
し
て
片
桐

神
社
が
鎮
座
す
る
な
ど
、
片

桐
家
と
の
ゆ
か
り
の
深
さ
が

感
じ
ら
れ
ま
す
。

毎
年

月
の
ス
ポ
ー
ツ
の

日
の
前
日
に
秋
の
例
祭
が
執

り
行
わ
れ

神
事
で
は

茶
道

で
も
有
名
な
片
桐
家
に
よ
っ

て
以
前
は
献
茶
の
儀
が
執
り

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
午
後

か
ら
は
字
ご
と
の
布
団
太
鼓

が
境
内
で
練
り
回
っ
た
後
、

表
門
か
ら
階
段
を
威
勢
良
い

掛
け
声
と
と
も
に
駆
け
下
り

ま
す
。
そ
の
大
変
迫
力
が
あ

る
様
子
を
、
氏
子
を
は
じ
め

と
し
た
多
く
の
人
々
が
歓
声

を
上
げ
て
見
守
り
ま
す
。
そ

の
後
、
太
鼓
台
は
町
内
を
回

り
、
地
元
の
人
が
到
着
を
喜

ぶ
様
子
か
ら
当
社
の
崇
敬
の

あ
つ
さ
が
う
か
が
え
ま
す
。

(
奈
良
ま
ほ
ろ
ば
ソ
ム
リ
エ

の
会
会
員

横
山
真
紀
子
）


